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生物物理若手の会中部支部主催 

第一部 
14:10 ~ 15:25

第二部 
15:40 ~ 16:55

僕たちの研究室では、電子計算機を用いてヒトやメダカの視覚心理物理学を進めていま
す。計算機モデルによって自在に作り出される視覚刺激への動物たちの多種多様な反応
を解析することで、視覚情報処理の仮説的なアルゴリズムを検証していきます。今回の
講演では、ヒトにおいては錯視研究から類推される空間と時間の認知メカニズムについ
て、メダカにおいては視覚に基づく捕食行動や社会性行動を中心にお話しします。

私は37歳から27年間にわたって、“細胞力覚（細胞が力を感知して応答する機能）”の研
究をしてきました。それまでの15年間はイオンチャネルの生物物理学でした。しかし本
来は脳（こころ）の生物工学を目指して研究道に入ったのです。本講演では、なぜこう
なってしまったのかの個人史も交えて、細胞力覚を中心に、その原子レベルの仕組みか
ら、重力感知や発がんとの関わりも含めた最新情報を紹介します。


